
関東支部

伐採調査終了後，山間地歩行中に沢への転落負傷

・保守業務実施責任者（作業班長兼務），被災者を含む作業員3名の合計4名で伐採調査を実施後，

　作業員3名で徒歩により車へ移動を開始した。

・移動開始直後，被災者は沢を渡るための橋を発見し，橋を渡ると車へ戻る近道と考え，斜面を

　尻から滑り下りた際，中間付近で木の根に引っ掛かり体勢を崩して下の沢へ転落した。

[被災程度]頸椎損傷，鼻骨骨折，顔面挫傷

[装　　備]ヘルメット，作業服（上下），長靴，作業用手袋（ゴム製），ヤッケ（上下）

1.災害発生の主原因

・被災者の斜面に対する安全意識が低かった。

・「山地歩行に対する教育」を実施することについて明確に定義されておらず，再発防止対策（教育

　資料）が活用されていなかった。

2.再発防止対策

・東京電力パワーグリッド作成の教育資料等を活用した「山地歩行に対する教育」を実施する。

以　上

（注）1.　「人身災害報告要領」に基づいて記載するものとし、「工事の種類」「災害の種類」「原因」

については該当項目に○印を付ける。

　　　2.  災害状況の説明と共になるべく図面を添付すること（様式－2）。特に感電の場合は支持物、

電線の離隔距離その他寸法を記入する。
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再 発 防 止 対  災　害　概　要　図
（様式－2）
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